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の
'厳

ほ
.に
.义

し

た

る
.货

英

赞
'雨

®

民
，-の
，：.問

，に

殘

さ

れ

た
•
.る
.過

去

數

，
百

年

の

悲

.
慘

な

.
^
r 

L 

% 
ド
 

』
f 

4 

f 

_

_

,、r
\ 

1

m 

^

u
 

/
J 

c
 
h
h
.

ふ
®

班
上

b

反

目
疾
，燕

の

記

憶

が

復

た

び.辟

に

新

た

：：

2

ザ

ら

れ

た
.こ
：V

J

は
.，事
賞
で
ぁ

.
る
。

i
义 

-rSi

ノ
府
も

®

隙
®

民
黨
も
ァ
ル

K
,

ク
I

.
の
非

.自
治
派
も
今
に
於
て
互
に
交
讓
し
て
各

i

誤
解 

虫
：り
、視
飢
，を
来
然
に
防
ぐ
こ
を

*

梵
し
な
い

i

、戰
後

.に
於
：て
成
は
戰

‘银
中
に

.於
て
.，

や

偶

向

⑩

觉

む

の

慘

劇

が

，發

生

し

な.い
ビ
も

.限

ら

な

，い9英
國
入

.は
，流
.石
k

世
界
中
厳

.も
’，廣 

な
る
殖
民
地
を
有
す
る
だ
け
ぁ

つ
： .

て
，其
の
異
人
種

.

.を
絲

.治
す
る
術
策
に
於
て

.
殊

，
に

長

じ

，
て 

る

V
J

鞭：

せ
.ら
れ
て
居
る
。所
が
南
阿
に
於
て
、加
祭
陀
に
於
て
、埃

及

其
他
.の
殖
民
地
に
於
て
見
一 

殖

民

政

策

に

成

，功

し

お

：る

ァ

ン

グ.口
•
サ
ク
ソ

ン
も
愛
蘭
の
ヶ
ル
ト
族
の
統
治
に
就
い
て
は
、悲 

慘
な
る
失
收
め
曆
あ
を
止
め
て
居
る
。是
れ
愛
蘭
に
對
す

る

英

g

の
灘
民
政
策
が
へ
ン
リ
ィ 

以
來
始
終

1

貴
し
な
.い
で
不
省
底
の
狀
態
に
在
る
か

 

'ら

で

ぁ

る

。或
，帝

國

生

，義
者

が

，主
張 

て
，
る

.

^
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し，す

®
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第
十
二
號 

二八

て
完

^
^な
る
英
國
、の

.
殖
民
を
行
ふ
，が
，然
ら
中

U

ぱ
全
：く

件

種

：の

殖

嚴

政

策

：
.
^
/抛
‘棄
し
て
：居
た 

な

ら
ぱ
、愛
蘭

.
の
藤
史
は
巡
に
本
和
の
藤
，史

‘
で
あ
ジ

W

’且
愛
：
0
の
問
題
は
，
#

程
.簡
.單
で

P
つ，た 

で
あ
ら
ぅ
。觸
逸
の
ァ

グ

サ
ス
て

&

1

ト
ジ
ン
ダ
：ン
に
於
け
る
、塊

.地
利
の
，©
牙
利
其
他
に
於
け 

る
"
露
瓶
亜
の
波
蘭

.
に
於
け
る
、何
れ
も
難
治
は
難
治
で
あ
ふ
け
れ

V

英
國
の
.愛
蘭
統
治
が
幾
百 

ギ
の
久
し
き
に
直
ウ
て
旣
：に
事
功
を
舉
ぐ
可
き
害
な
る

'
に
、恰
も
反
比
例
に

.
瓶
‘
腺
さ

.慘

g

た
る 

記
錄

の

み
，を
殘
せ
る
だ
け
：却
て

1

層
其
統

.
治
に
.
不
如
意
を

.感

.じ
•
て
®

る
の
-

i
比
較
す
可
く
も 

な
い
。人
糖
を
異

.に
し
、宗
敎
を
異
に
，し
、傅
説
を
異
に
し
、文
學
を
異
に
し
、經
；濟
上
：の
，利

#

を
異
，に 

し
、各

-

別
の
社
會
を
組
織
し
！

§
.

レ
て
双
方
互
に

.相
殺
し
辨

0

た
.敦
襄
兩
人
稱
が
軒
を

.並
ベ
：て
，
 

生
活
せ
ね
ぱ
な
ら

&

ビ

云
ふ
こ

ざ

は
、兩
人
種
に
取
つ
て
此
上
一
も

.
な
き
不
幸
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら

. 

ぬ
。愛

S

問
題
は
實
に
英

.國

の

內

政

中

最

も

困

，難

な.
る
問
：題
で
あ
，る
。英
國
の
政
治
家
が
此
ゆ
最 

大

氣

題

：を
無
，事

に

辦

決

し

得

ざ

，る
限.ね
、戦
.後
，,

然
起

*
^
‘，来る

‘
可
.‘き
英
命
國

M

一.
問
'

®
や
夫
，れ 

に
.
圓
聯
す
る
關
税
改
革
問
題
等
も
到
底
则
滿

ダ

"る
解
決
を
見
る
を
得
ざ
る
こ
云
ふ
迄
も
な 

い
。故

のダ
..

ラ

タ

ド

ト

ン

が

第

：

一

囘

自

治

案

，を
：提

出

し

て

以

來

、愛

蘭

開

，題
は
，依

然

義

國

：政
治 

界
の
；晴
«

で

P
タ
、愛

蘭

时
0
は
實

.に
英
國
政
界
ゆ
：

重
：：

4

點：：

で
.あ
る

其
®
:

0

政
辦

は

，此

間

顧
>
を
：
.
‘

a
 S

ビ
し

V

ラ
ん
ン
を
分
け
す
居

.
 ̂W

も
.
云
へ

る
。保

守

黛

が

絲
.黨
'
.，に
嫌
.つ
た
の

 

'
も此
：問
題 

の
爲
ヤ
あ

i

國
上
院
の
概
能
を
減
殺
し
て
之
を
不
具
同
機
に
し
た
る
有
名
な
る
國
愈
法
の 

通
過
し
た
の
も
，亦
主
と
し
て
之
が
篇
で
あ

.
る
。其
他
路
問
題
ご
駒
聯
し
お
る
英
國

.政
界
の
大
.波 

パ
波
は
殆
ど
枚
舉
に
邊
な
い
殺
で
あ
る

x

r

l

lの
ダ
プ

.タ

ン
の
叛
飢
は
一
地
方
の

0 
0
に

0
ぎ 

な
ぃ
や
ぅ
に
，觀
ゆ
る
け
れ
ど
、此

'!

見
小
事
件
の
根
掘
じ
は
實
に
數
世
紀

.に
a

ク
た

S

雨
.民 

族
の
，間
に
於
け
る
反
目
疾
觸
の
藤
史
が
橫
は
つ
て
居
る

-
の
で
あ
る
か
ら
、是
れ
が
眞
相
：を
#

ひ 

る
は
實
に
容
易
の
業
で
は
な
い
。雙
蘭
間

0
を
宗
敎

上
.
.經
濟

上
、
#
，海

上，其
他
各
方

面
か
ら

研究 

す
一
を
こ
ご
は
到
底

r

編
の
；i

文
'の
能
く
盡
し
得
る
所
で
な
い
は
羞
當
ド

今
囘
の
ジ
ン
。

ス, 

ィ
~
ン
の
靓
亂
が
何
れ
ひ
遂

.に
起
因
し
て
居
る

^
か
、少
し
く

®

史

溯

：
5

英
、愛
兩
人
種
の
到
底 

ソ
ば
然
副
和
し
難
ぎ
關
係
に
在
る
事
を
明
か
に
し
、愛
蘭

0
治
問
題
が
今
後

.如
，，

何
に
成
行
く
可
き 

が
に
'
論
及
し
て
見
や

'デ

V

思
ふ

。
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.
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ぶ
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ざG
が
'Sc

o
t
c
h
-
h
i
g
M
a
n
d
e
i
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と
：g：

じ 

<
 
ヶ
ル

M 

(
C
e
l
t
s
)

人
極
の

T

 ,

派
で
あ
つ

t

紀
元
前

H

四
世
紀
の 

頃
ゴ
ト

>
(

今
の
佛
蘭
西

)

地
方
か
ら
俊
入
し
て
原
人
糧
た
る
ィ
ベ
ジ
ァ
人

(
I
b
e
r
i
a
n
s)

を
驅
遂
し
愛 

蘭
に
究

f
f
iし
た
る
事
は
藤
史
家
の
語
る
所
で
あ
る
。動
岸
の
英
蘭
が

.
羅
愿
帘
國
に
征
服
せ
&
れ 

A

傷
®

的
に
統
治
せ
ら
れ
た
に
も
拘
は
ら
す

'愛
蹄
は
遂
に
羅
模
帘
政
の
治
化
に
潤
ひ
，た 

る
W

M

を
有
せ
す
、始
終
其
の
族
長
政
沿

.を
0

持
し

.て
居
つ
な
の
で
み
る
、愛
蘭

.
の
基
督
敎
も

灘
 

昭
敎
愈
の
宣
ま
を
受
け
た
る
も
の
，で
な
れ
か
ら
、法
王

r

ド
ジ

‘
 
r
ン
ぃ
圓
世

♦
•
>
,
,
.

で
五
五
部
ゅ

#
 

を
發
し
て
英
國

M

へ
ン
ジ
ィ
ニ
世
の

M

蘭
®

伐
か

>

氣
勵
し
、以
て
.愛

'
f
f
l人
を
雜
海
加
持
力
倩
徒 

に
歸
依
せ
し
め

•や
ぅ
ミ
圖
，つ

^
£

)

。爱
蘭
は
又
中
世
紀

1
2̂

於
で
斷
嚴

B
 t

i
.

行
は
れ
た
.跳
雄
制
废 

の
支
配
を
受
ぐ
を
機
會
を
も
有
な
か
つ
化
。是
等
は
愛
蘭
人
の
政
治
：

5

る
思
.想
.
が
.1

 

人
や
他
の
歐
羅

2
3

大
陸
の
諸

'國
E

の
关
れ

i
箸
し
ぐ
，異
ウ

-
て
.
居
る
所

.
以
で
あ
る

'。法
律
は
‘爽
蘭 

人
に
収

?

は
人
民

の

法
律
で
あ
つ
て
，國
王
或
は
部
落
の
族
長
は
人
民
を
.代
表
し
て
法
律
を 

執
行
す
る
に
止
ま
も
自
分
の
意
思
に
隨
ウ
て
新
た
に
法
律
を
造
る
權
能
を
有
た
な
か
つ
な
。人 

民
は

r

向
法
律
に
依
信
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、紙
愿
帝
政
流
；の，；中
炎
集
權
は

.行
は
れ
な
か
一
ク
れ：。 

味

典

は
0
0
民

族

全

體

，の' 
法

得

で
あ

，
ウ
て
、务

部

落
‘

此

、
法

風
を
：：

各
#

欲
：す
る
如
，く

適

用
b
:

I

て
'失
れ

-

.

自̂
治
を
行
ひ
：务
部
有
を
統
合
し
て
聯
邦
を

.組

織

し

た

の

で

へ

あ

ち

愛

蘭

.史

め

ヤ

播
 

威

た

る

，
デ
I
 
ニ

ス

.
グ

ジ

I

ン

关

人

赛

國

史

の

大

家

ゼ
J

ァ
I
グ

ど

ジ
‘
I
 

X
.
氏

の

妻)

日
ぐ

带シ
K

人
力n

の
動
力
は
物
質
的
で
は
な
く
し
て
精
神
的
で
あ
つ
た
，而
し
て
'愛
蘭
人
の 

生
☆

は
あ
軍
事
的
結
合
の
力
に
依
ら
す
し
て
、却

.
て
其
各
部
落
が

.
，齋
し
く
间

.

マ
の
精
神
的
遺

' 

t
 

f
c,一 

の
ザ

"

i

が
展

r

の
光
榮
あ

.
る
英
郁
の
囘

.
想
、同

r

の

不

磨

な

る

法

律

、间
，
て
の
.放
ね 

あ
る
乂
辱
を

r

>
ぞ

T
=̂

る
結
仓

力
に
.
激
つ
て
居
た
の
で
あ
を
。此
の
如
き
國
民

.
生
海
の
‘本
能
が 

.

歐
洲
中

.世
紀
の
政
治
的

a
 #

に
反
い
て
举
る

i

云
ふ
叙
を
以
て
或
は
之

' 
を
野
蠻
視
し
、成
は 

之
を
侮
蔑
す
る
に
當
ら
な
い
。少
な
く
ざ
も
愛
蘭
の
族
長
政
治
は
歐
大
陸
か
ら
與
國
に
輸
入 

±
い
}

て
ム
政
、ん

f

f
條
と
な
：C

'

た
け
れ
ど
愛
蘭
に
：

^

遂
に
.
採
用
‘
せ
ら

.
びな

か
ウ
.
た
'封
®
 

f

後
に
識
ら
な
い
だ
け
の
人
問
の
德
養
と
幸
福
と
を
發
展
せ

‘
し
む
可
き
制
腐
で
あ
^̂。烫
蘭 

，の
藤
れ
，は

廣

き

変

蘭

人

の

自

沿

，を

以

て

其

の

確

實

な
.
る
*

礎

と

す

る

，此

の

强

き

，
®

K

的
生

S

莽
込
ま
な
ぃ

.限

は

，到
底
之
を
了

.解
す

.る

.
こ
と
は
出
来
な
：い

。(Irfsll i
o
n
a
l
i
t
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騎
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ク
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H

ィ
シ
の
叛
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'缴十
二
® 

二三

来
，多
威
で
想
像

^

長
じ
殊

‘
.に
崇

*

の
精

0
に
富
 

'
がだ

る

が
故
、其
古
英
雄
の
偉
業
を
耿
ひ
、人 

特
弗
の
傅

‘說
を
傅
へ
し
め
ん
が
爲
、詩
人
、歷
史
家
等
の
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◊
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百
年
間
の
國
會
は
爱
蘭
人
の
脚
會
で
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な
ぐ
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會
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'マ
ン
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民
地
が
漸
く
獨
立
の
精
满
を
現
、は
し
て
來
れ
の
で

"
愛
蘭
史
上
に
有
名
な
る

P
o
y
n
i
n
g

がL
a
w

が
其 

.嵐

會

通

，織
じ
件
の
爱
蕭
國
會
は
發
案
®
を
剝
奪
せ
ら
れ

、英

國
*

密
院
が
厳

f

i
な
る
盐

'督 

<

ら
.る
ざ
#

i

がー，ウ
お
。爾
後
第

‘十
八
一
世
紀
の
#

ギ

に

至
‘
を
迄
"
^
購

國

會

は

畢

覚

英

國

翁 

.
の

影

律

師

に

過

：す
な
か
ん
つS

である。
所
愛
蘭

0

奮
敎
徒
に
宗
敎
上
の
迫
害
を
加
へ
た
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み
な
ず
、
其

‘の
土
地
を
奪
で

.經
濟
上
に
も
稀
々
，の
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迫
を
加
.へ

，て

優
，勝

‘の
‘地
位
を
占
め
だ
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新
敎
徒
が
通
商
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^
.業
.か
ギ
に
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漸
ぐ
隆
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に
趣
い
で
、本

.家
が
る
英

.國
人
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廣
爭
せ
む
勢
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ポ

来
だ
ギ

で
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國
人
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嫉
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す
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蘭
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然
農

紫

國
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む
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け
て
愛
蘭
の
座
紫
千
渉
を
加
へ
た
。®
に

於
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嫌
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反
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叙
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徒
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徒
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て
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東

縛
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と

の
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し
、此

翁

動
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愛

蘭
‘
の
：
敬

廳
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て
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蘭
の
國
會
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動
し
て
貴
任
を
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'
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せ
や
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を
云
ふ
急
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の
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し
相
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て
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島
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形
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不
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て
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叛
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國
會
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脇
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第
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！
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四
ニ

民
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精
聊
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發
揮
せ
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 ：e

⑥
成
に
合
同
を
妨
ー
0 

S

云
か

：

と
#

.
じ
て
居
を
。ど

.ッ

ト
の
敏
腕

：

に 

依
う
て
金
同
は
遂

&

&

れ
れ
け
れ
ど
、愛
蘭
奮
敎

.
徒
の
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1̂

は
菅
だ
に
思
藉

.
せ
.
ら
れ

な

い
の
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な
&

す
、却

P
合
同
に

#

ひ
ね

.る
新
敎
徒

の

擁
暴
な
る
態

.度
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依

.て

}

層
，英

國

人
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愛

蘭

の 

新
.敎
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に
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愤
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で
あ
る
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扔
め
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赞
蘭
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奮
敎
徒
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國
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基
礎
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つ
れ
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糖
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し
た
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ぶ
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仰
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.
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；

る

事

.を

許

し

れ

の

み

な

ら
t

事

實

.に
於 

て
官
史
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激
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；
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狀
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什
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述
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滅
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。
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独
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憶
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れ
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兩
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述
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濟
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を
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梵
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嫉
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史
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簡
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⑥
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又
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應
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す
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あ
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屬
敎
徒
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®

‘勢
を
導
ぐ
可
き

.
事
、而
し
て
此
の
如
き
狀 

態
ご
も
な

.ら
ば
比
較
的
無
學
な
る
愛
蘭
農
民
の
政
治
は
宗
敎
上

.僻
見
に
支
配
せ
ら
れ
て
、少
數 

®

敎
徒
の
境
遇
を
じ
て

.忍
ふ
可
ら
ざ
も
の
れ
ら
し
め
む
ど
の
理
由
か
ら
し
.
て
自
治
に
反
對 

し
て
居
る
。
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黨
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現
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同
法
を
ぱ
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分
の
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.値あ
る
も
の
し
て
支
持
し
て 

居
る
。彼

等

は

國

民

性

マ

レ

云

ふ

精

神

に

は

同

情

し

て

居

ら

ぬ

。絲
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黨
員
に
収
ウ
て
最
も
人
切
な 

も
の
は
法
徘
を
以
て
治
る
て
ご
を
、生
命
財
運
の
：安
圓
ビ
、從
ウ
.て
個
人
的
企
業
の
安
圓
ビ
で
あ 

タ

.て
，是
等
が
愛
蘭

.自
：沿

に

依

つ

，
て

は

現

在

の

政

廳.の
下
に
於
け
る
ょ

P
も

.

改
善
せ
ら
れ
得
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ビ
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指
摘

L

て
居
る
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等
は
愛
蘭
政

.廳
が
.緩

慢

で

あ

ウ

た
と

ど
，.，
を

：
認

め
て

居
る
が
.彼
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之
を
以

P
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愛
蘭
，自
治
の

.赚
擾
以
外
萬
事
を
拋
襄
し
れ
國
民
黨
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表
者
の
罪
に
歸

t
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き
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る
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じ
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又
彼
等
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國
民
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代
表
者
等
が
英
國
會
に
於
け
る
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及
び
改 

革
の

； 1::.

般
事
‘業
に
，盡
織
し
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居
た
な
ら
ぱ
，

I

せ

め

て

自

治

案

の

，主

張

の

時

だ

け.，な

P 

V
J

も 
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^以

上

の

諧

嫌

®
.
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久
し
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い
以
前
に
救
治
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
ぅ
ビ
論
じ
て
居
る
。彼
等
は

.
ァ
' 

ル 

'ン'
ク
I

の
®

速

な

る

發

展

を

指

摘

し

て

，現
：在
の.政
：治
組
：織

は

愛

蘭

の'
他

：
地

，方

が

，
同

，

j

方

，
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可
き
何
等
め
妨
碑
ぶ
も
な
ら
な
い
は
な
，

2
.
か
；： V

レ
反
闕
し
居
る
。婴
す
る 

に
彼
等
は
愛
蘭
ぱ
於
け

.る
宗
敎
的
乃
至
黨
淚
的
威
情
の
激
激
な
る
を
見
て
生

®

0

1

部
さ
し 

，す

典

俩

ゆ

國

會

は

依''v̂

 ,

愛
蘭
を
ま
酣
し
、念

.
に
ま
、る
じ
善
政

V
J

寬
竊

'の
.保
®

ざ
を
以
で
し
、冗
れ 

め
驚
派

i
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も
優
先
機
を
獲
得
せ
じ
め
ざ
る

.こ
を
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す
る
の
が
、突
張
：ゎ
最
善
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''yj 

信セ尙變を政黨及び宗敎の鬪爭め卷
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め
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シ
の
部
沿
政
带

に
必
然 

挣
ふ
可
き

も
.

のぐ

J

彼
等
の
リ
信
や
る
政
治
的
無
經
驗
な
る
多
數
黛
の
失
政

に
放
任
す
る
こ
ビ
は 

爱
嚴
に
取

.ウ

.て
：も
英
带
國
に
取
つ
て
ら
不
利
綠
で
あ

る
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信
じ
て

S

る
。彼

等

の

見

る

所

'で
は 

合
同
國
會
は
決
し
て
英
國
が
愛
蘭
を
支
配
す
る
，
の
で
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な

く

，
合
衆
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國
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代
表
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行
ふ
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難
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國
0

政
府
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^

あ
.る

€
云
ふ
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で
あ
る
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上

は

'赞
.蘭

自

治

に

對

.す
る
贊
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論
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黯
で
あ
る
が
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統
一
黨
の
側
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主
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す
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で
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蘭
自
治
法
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唯
だ
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蘭
に
國
民
的
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府
を
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設
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猿
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憲
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民
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な
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國
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民
の

多
數
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に
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す
レ
て
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自
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截
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國
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纖
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0

が
一
氣
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法
雄

V
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し
て
之
を
實
施

し
や
ぅ
ビ
云
ふ
は
、立
憲
國
こ

あ

る

ま
. 

し

I

暴
で
あ

る

。換

言
‘す
れ
ば
、統

!

黛
の
方
で
は
爱
蘭
自
洽

i

は
未
だ
選
擧

M
 
0
の

題
目 

ど

な

つ

た

の

ミ

い

ぶ

ま

法

？

し
て

i

す

る

前
に
方
つ
て
須
ら
く
國
會
を
解
散
し 

て
全

國
の
總
灘
舉
に

問
へ
.ご

言
ふ
の
で

あ
る
。
然
し
愛
蘭
の
自
，治

y

云
ふ

事
は
、
グ
ラ

ジ
ん

ス
ト 

，ン
以
欢
の
自
由

®

の
？

る
欧
策
で

ゐ
ク
た
こ

S

天
下
周
知
の

事
實

で
あ
る
か
ら
自
由
黨 

力
政
府
に
立
て
ば

*

蘭
國
民
鎭
の

®

迫
に

®

つ
て
早
晚
此
法
案
を

2

す
可
き

は
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國
の

®
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の
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し
て
！

で

あ
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あ
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烈
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ざ
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あ
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狀
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な
ら
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。
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